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!
　　　　　　　　　　　開　催　概　要 !!
■名　　称：新・福岡古楽音楽祭2020　バッハの鼓動 !
■目　　的：これまで地元・全国の多くの方に親しまれて来た「福岡古楽音楽祭」が第15回（2013年） 
　　　　　　で一区切りとなったことを受け、旧来の音楽祭のミッション（①プロのコンサート、②アマ 
　　　　　　チュアの発表の場、③参加者の研鑽と交流の場）を引き継ぎ、新しい世代が企画・運営に関 
　　　　　　わりながら、これまで守られてきた音楽祭の理念を継承し、福岡から全国へ古楽の魅力を発信 
　　　　　　する。 !
■主　　催：新・福岡古楽音楽祭実行委員会、福岡県、福岡市、公益財団法人アクロス福岡、 
　　　　　　公益財団法人福岡市文化芸術振興財団 !
■後　　援：福岡県合唱連盟、福岡吹奏楽連盟 !
■会　　期：2020年10月16日(金)・17日(土)・18日(日) !
■会　　場：アクロス福岡 !
■講　　師：若松夏美（ヴァイオリン）、戸田薫（ヴァイオリン）、成田寛（ヴィオラ）、 
　　　　　　平尾雅子（ヴィオラ・ダ・ガンバ）、山本徹（チェロ）、曽根麻矢子（チェンバロ）、 
　　　　　　岩田耕作（アンサンブル） !
■出　　演：若松夏美、戸田薫、竹嶋祐子、倉田輝美（ヴァイオリン）、成田寛、松隈聡子（ヴィオラ）、 
　　　　　　荒井豪、佐治みのり（バロックオーボエ）、村上由紀子（バロックファゴット）、 
　　　　　　平尾雅子（ヴィオラ・ダ・ガンバ）、山本徹（チェロ）、 
　　　　　　曽根麻矢子、西野晟一朗（チェンバロ）、前田りり子（トラヴェルソ） 
　　　　　 
■実施事業：コンサート（2公演）、古楽セミナー（2コース）、マスタークラス（6コース）、 
　　　　　　古楽ステージ、音楽学び塾、古楽講座、パネル展 
　　　　　　　 
■来場者数：延べ3,244人 !!
＜新型コロナウイルス感染症による一部変更、中止等＞ 

　当初出演予定のシギスヴァルト・クイケン氏、マルレーン・ティアーズ氏の来日が困難になったことから、
出演者を一部変更するとともに、パーティ等の催しを中止としました。 !
◆ランチタイムコンサート、室内楽コンサート　→出演者の変更（海外招聘演奏家の出演なし） 
◆マスタークラス　→講師の変更（海外招聘講師の参加なし） 
◆交歓パーティ　→中止 
◆古楽器の展示　→中止 
◆新・福岡古楽音楽祭2020特別編　延期公演「ラ・プティット・バンド」（2021年1月26日当初予定） 
　→中止 

!
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!
　　　　　　　　　　　　タイムテーブル 

!
10月16日（金）                                                                                      

!!
10月17日（土）  

!!
10月18日（日） !!!!! !

!
!
!
!
!

12:00 開演 アクロス・ランチタイムコンサート　vol.84 
　バッハの鼓動「ヴァイオリン協奏曲」

福岡シンフォニーホール（1F）

15:00-17:00 マスタークラス 練習室①②③（B2F）

19:00-20:30 アクロス・音楽学び塾　もっと近くに! Bach 
　オランダと日本の古楽界

国際会議場（4F）

10:00-12:00 マスタークラス（6コース）
練習室②③（B2F） 
セミナー室（2F） 
国際会議場（4F）

 9:45-11:45 
13:20-14:30 古楽セミナー（古楽アンサンブル）Aコース 練習室①（B2F）

12:15-14:30 古楽ステージ 国際会議場（4F）

15:00-18:15 古楽セミナー（古楽アンサンブル）Bコース 練習室①（B2F）

16:30-17:45 古楽講座 
「むかしの楽器～チェロ編～」

国際会議場（4F）
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14:30 開演
室内楽コンサート 
「J.S.バッハの室内ソナタ」 国際会議場（4F）



!
!

新・福岡古楽音楽祭2020  来場者（参加者）データ 
!
　　　　　　　　　　来場者数  3,244 名   
!
!
　＜内訳＞ 

　　音楽祭期間中 
　　 !!!!!!!!!!!!!!!
　　 !!!!!!!!!!!
!
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10月16日 ランチタイムコンサート 
マスタークラス 
学び塾

543名 
6名 
80名

10月17日 マスタークラス 
古楽セミナー（アンサンブルAコース） 
古楽ステージ 
古楽セミナー（アンサンブルBコース） 
古楽講座

11名 
15名 
119名 
15名 
83名

10月18日
室内楽コンサート 175名

10月12日～
　　   18日

パネル展 2197名

音楽祭期間中の合計 3244名



アクロス・ランチタイムコンサート vol.84 
　　　　　　　　　　　　　　 
　バッハの鼓動「ヴァイオリン協奏曲」 
!
日時：2020年10月16日（金） 12:00開演 
会場：アクロス福岡　福岡シンフォニーホール 
主催：（公財）アクロス福岡、新・福岡古楽音楽祭実行委員会、福岡県、福岡市、（公財）福岡市文化芸術振興財団 
後援：LOVE FM76.1、福岡吹奏楽連盟、福岡県合唱連盟 
協力：HATAKA JAPAN 
  
プログラム 
　J.S. バッハ：ヴァイオリン協奏曲 第1番 イ短調 BWV1041 
　　　　　　　ヴァイオリン協奏曲 第2番 ホ長調 BWV1042 
　　　　　　　管弦楽組曲 第1番 ハ長調 BWV1066 !
　出演：若松夏美、戸田薫、竹嶋祐子、倉田輝美（バロック・ヴァイオリン） 
　　　　成田寛、松隈聡子（バロック・ヴィオラ）、山本徹（バロックチェロ） 
　　　　荒井豪、佐治みのり（バロック・オーボエ） 
　　　　村上由紀子（バロック・ファゴット）、西野晟一朗（チェンバロ） 
　　　 !!! !!!!!!

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　 !!!
　今年度の特別ゲストとして来福予定だったシギスヴァルト・クイケン氏は、新型コロナの影響を受けて来日を断念さ
れました。このことを受け、今年のメイン出演はデンハーグ音楽院でシギスヴァルト・クイケン氏に師事され、国内の
バロック・ヴァイオリンの第一人者である若松夏美先生が務められました。 
　テーマ「バッハの鼓動」のもと、一部規模を縮小し、感染予防対策を入念に講じた上での古楽祭の開幕となりまし
た。会場のシンフォニーホールでは入場時の消毒や体温検査のほか、配布物の授受は控え、ホール内では客席を半減し
て観客のディスタンスを確保するなどしてお客様をお迎えしました。 
　開演に先立って、チェリスト山本徹さんがお話され、コロナ禍のもとで公演の休止や演奏会場の休館が続いた中で、
ようやく観客の前で演奏できる喜びを語られました。その後、戸田薫、成田寛、西野晟一朗の各氏の共演による1曲目
の「ヴァイオリン協奏曲第1番イ短調」はアンサンブルの息がぴったりで、優美な調和感に心地よい空間が広がりまし
た。　 
　続く「ヴァイオリン協奏曲第2番ホ長調」はよく親しまれている明るい曲で、ヴァイオリンの音色が美しく輝き、ヨー
ロッパの雰囲気を味わえるような演奏でした。 
　「管弦楽組曲第1番ハ長調」は、共演にバロックオーボエの荒井豪氏と佐治みのり氏、バロック・ファゴットの村上
由紀子氏、バロック・ヴァイオリンの倉田輝美氏とバロック・ヴィオラの松隈聡子氏が加わり、総勢11名の奏者による
演奏でした。序曲と6つの舞曲から成る組曲ですが、弦楽器にオーボエとファゴットの音色が加わって、響きに一段と立
体感が増しました。軽快なリズムと管楽器と弦楽器の対話や、生き生きとした音楽の呼応を楽しめる第2曲、続いてリズ
ミカルな第3曲、パワフルで疾走感のある第4曲、優雅で高貴な第5曲のメヌエットと、それぞれの舞曲の魅力を堪能で
きました。第6曲ブレーでは、オーボエとファゴットの二重奏がシンフォニーホールに美しく響き、第7曲は最終曲らし
く優雅さと泰然さを兼ね備えた演奏でした。 
　客席の皆さんも集中して聴き入っている様子で、出演者には温かい拍手が送られました。コロナの影響が続く中、生
の古楽を同じ場所で共有できることの喜びを、ひときわ実感した時間となりました。 

�6

　©椎原一久　©椎原一久



!

室内楽コンサート　「J.S.バッハの室内ソナタ」 
!
日時：2020年10月18日（日） 14:30開演 
会場：アクロス福岡 国際会議場（4F） 
出演：戸田薫（バロックヴァイオリン） 
　　　前田りり子（バロックフルート） 
　　　平尾雅子（ヴィオラ・ダ・ガンバ） 
　　　曽根麻矢子（チェンバロ） !
プログラム： 
　J.S.バッハ：フルートとヴァイオリンと通奏低音のためのトリオソナタ ト長調 BWV1038 
　　　　　　  フルートと通奏低音のためのソナタ ホ短調 BWV1034 
　　　　　  　オブリガートチェンバロ付きヴィオラ・ダ・ガンバ・ソナタ ト短調 BWV1029 
　　　　　　  オブリガートチェンバロ付きヴァイオリン・ソナタ ト長調 BWV1019 
　　　　　　  音楽の捧げもの BWV1079よりトリオ・ソナタ !
 !!!!!!!!!!!!!!!

 !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
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アクロス・音楽学び塾：もっと近くに! Bach 
「オランダと日本の古楽界」 
 
日時：2020年10月16日（金） 19:00-20:30 
会場：アクロス福岡 国際会議場（4F） 
出演：若松夏美（ヴァイオリン）、村上由紀子（ファゴット） 
 !!!!!!
 !!!!!!!!!!!!!
　学び塾では、若松夏美先生（ヴァイオリン）と村上由紀子先生（バロック・ファゴット）をお迎えして、「オランダと日本
の古楽界」をテーマに対談していただきました。スクリーンで楽譜や資料を示し、実演も入れながらの贅沢なレクチャーです。 
　若松先生と古楽との出会いは、有田正広先生（トラヴェルソ奏者、福岡古楽音楽祭音楽監督）が1980年にベルギーでの留学
を終えられ、桐朋で「古楽実習」を開講されたのが契機でした。新宿文化会館（当時）でのアーノンクールのコンツェントゥ
ス・ムジクスに衝撃を受け、シギスバルト・クイケンの演奏（レコード）をカセットに録音して繰り返し聞くなどするうち「本
場で直接に学びたい」との思いが募り、1982年からデンハーグ音楽院に留学されました。当時は、G.レオンハルト、A.ビルス
マ、F. ブリュッヘンなど大スターが活躍し、同級生にはC.ルセ、E.ガッティなど、スターの卵達（当時）がいたそうです。 
　一方、村上先生はオランダ在住24年になるそうですが、留学された当時はバロック・ファゴット奏者としては最初の日本人
留学生だったそうです。現在、日本からの古楽留学生も増えていますが、お二人は道を切り拓いた先達だといえるでしょう。 
　当日は、事前に提出された質問に答える方式で、和やかな雰囲気のもと対談が進みました。 
　まず、なぜオランダで古楽が盛んなのでしょうか？という問いに対して、「その国の言語が音楽演奏に影響を与えている」、
「オランダ人は言語が器用。貿易の国で、色んなものが発展する地盤がある」ことが紹介され、オランダの人々が歴史的に様々
な言語に適応し、合理的かつ開放的な性質を持つことが古楽へのアプローチにも関係している、との考えを示されました。 
　また、「時代ごとの音楽をあらわす工夫とは？」という質問に対しては、「楽譜の読み方」が重要として、スラーの解釈を
例にお話されました。例えばベートヴェンのヴァイオリンソナタ「春」でのスラーは、譜面通りに弾かず、一つのスラーを次の
スラーにつなげてメロディを大きく作ります。一方、バロックの作品では、スラーとはモティーフであり、一つの固まりに聞こ
えるように一つのスラーをdiminuendoで演奏することを、実演を入れて説明されました。その根底にあるのは「時代に合った
自然な音楽を弾きたい」という理念で、古いものを学ぶことで「楽譜の読み方が変わる」ということです。 
　「バロック演奏の特徴と、演奏の際に気をつけていることは？」という質問に対しては、村上先生が「バロック作品の秩序
を壊さないことを意識」している、と話されました。例えば、音形が上るとき、下がるとき、同じ場所にとどまるとき、それ
ぞれに異なる「感情」をもっています。また、不均等（イネガル）な演奏方法として、クープラン「王宮のコンセール第2番」
の8分音符が続くところを例に、「シャバダバ」とジャズ風な動きを実演で示されました。「音を届ける」のではなく、楽譜が
示しているものを伝えるために「設計する」という発想だそうで、そのプロセスを経て「何かを構築した時に生まれ出るもの
を、私達は共有している」と仰られたのが印象的でした。 
　ヨーロッパは国境をまたいでの古楽コミュニティやネットワークがありますが、日本ではそのような基盤が少なく、古楽音
楽祭が古楽振興にも重要な役割を担っています。若松先生は、福岡古楽音楽祭の前身「小国古楽音楽祭」の時代から出演され
てきましたが、古楽祭が長年継続している福岡が「古楽のメッカ」と呼ばれていることに言及されました。有田正広先生が立
ち上げた古楽オケを援助する人々や、古楽祭の運営の担い手が福岡にいたことが重要であることを強調されていました。 
　その他にも、楽器の変遷などをテーマに、沢山の生演奏をはさみながら第一線の実演家の考え方に触れられる貴重な機会と
なりました。終演後、観客の皆さんも温かい拍手を送られていました。 !
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マスタークラス 
!
2020年10月16日（金）14:00～18:00　アクロス福岡 練習室2～5（地下2F）・円形ホール（1F）  
　　　  10月17日（土）10:00～16:00　アクロス福岡 練習室2～4（地下2F）・円形ホール（1F） !
講師：若松夏美（ヴァイオリン）、戸田薫（ヴァイオリン）、成田寛（ヴィオラ）、 
　　　平尾雅子（ヴィオラ・ダ・ガンバ）、山本徹（チェロ）、曽根麻矢子（チェンバロ）、 !
＜タイムテーブル＞ 

　　　　　　　　　　　　 !!!!
　 !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
 !!!!!!!!!!!!!!!!!
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10月16日（金） 練習室１ 練習室２ 練習室3

講師 山本　徹 若松　夏美 成田　寛

チェロ ヴァイオリン ヴィオラ

15:00- 松江　雄二 倉田　輝美 松隈　聡子 
（西野　晟一朗）

16:00- ̶̶ 加藤　結 松江　靖子

10月17日（土） 練習室2 練習室２ セミナー室1 国際会議場

講師 若松　夏美 曽根　麻矢子 戸田　薫 平尾　雅子

ヴァイオリン チェンバロ ヴァイオリン ヴィオラ・ダ・ガンバ

10:00-
松隈　聡子 

（西野　晟一朗）
̶̶ ̶̶ 河本　基實 

（太田　耕平）

11:00- ̶̶ 松村　純美鈴 倉田　輝美 橘　直貴



 !!!!!!!!!
 !!!!!!!!!!!!!!!!
　今年の古楽祭でも、トップレベルの古楽アーティストを講師にお迎えして、マスタークラスが開催されました。例年と
は異なり、聴講は無しで、部屋の換気や消毒など感染防止対策を講じての開催でした。そのうち幾つかを紹介します。 
　山本徹先生（バロックチェロ）のマスタークラスでは、松江さんがPlattiのチェロソナタ第2番ニ短調で受講されてい
ました。松江さんはアマチュアプレイヤー歴44年で、古楽アンサンブル（A・Bコース）にも参加されました。山本先生
は、細かいニュアンスを表現し「彩り豊かに」弾けることをめざしましょう、と話され、弓の毛の幅をたっぷり広げた
り、控えめに狭めたりすることで強弱をつけたり、使う音域によって音色を変化させられることを実演とともに示され
ました。また、拍の最初を強調し、メロディにあたる部分を浮き立たせることで、曲に立体感が増すことを話され、松
江さんも「音楽を構築する」ことの面白さを体感されているようでした。 
　若松夏美先生（バロックヴァイオリン）のマスタークラスでは、「練習の際にどのようなことを意識すべきか」とい
う話をされていました。バロックヴァイオリンを始めると「8分音符の弾き方が分からない」となりがちだそうです
が、どこを長く、短くするという問題ではなく、「どの部分を『歌うか』を考える」ことが大切だそうです。 
　テンポがゆっくりで音符が少ない作品の場合、特に弓の使い方がポイントになり、自分で行き先が分かっていること
が肝要です。どのようなハーモニーの中にいるのかを考え、その中でバリエーション（装飾）を入れてみるのですが、
その際には、その作品と同じ時代、同じ国の装飾を入れると良いそうです。「ゲルマンの作曲家なら、ゲルマンの装飾
を」というわけです。装飾についてはテレマンの「metodisch sonaten」ベーレンライター版が入手可能で、これらを
もとに研究することを勧められていました。 
　受講生の一人、加藤さんは京都から参加された中学生で、モダンヴァイオリンからバロックヴァイオリンの世界へ関
心が広がったそうです。バッハの無伴奏パルティータ第1番よりフーガを選曲されました。若松先生からは、バッハの自
筆譜にあるスラーの解釈についてや、バロック弓のボウイングの自然な動き、そして無伴奏（ソロ）だからこそ、どの
和音の中にあるかを考えるということについて助言されていました。小節ごとに調が変化するところでは、色を薄く塗
り替えていくようなイメージをもって、音形の上下や、何回繰り返しているかなどを考えて、物語をつくる…。楽譜の行
間を読み取って構築していくことは、緻密でかつ創造的な営みであることを実感しました。 
　平尾雅子先生（ガンバ）のマスタークラスでは、河本さんが太田耕平先生（リュート）の共演のもと、コレルリのヴァ
イオリンソナタ第6番（ガンバ編曲版）にて受講されていました。平尾先生は「音楽は右手でするもの。左手は音程を
作るもの」と話され、右手を意識することを強調されていました。特に装飾のところでは、装飾に影響されてテンポが
遅くなりがちであるため、装飾なしで弾いてみることを勧められました。弓の速さには、「圧力」と「速さ」がありま
すが、このことを意識しながら左手（音程）なしで右手で「ラー、ラー」と弾いてみるだけでも右手の練習になるそう
です。 
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　この感覚を確認したら次に、装飾をつけてみます。装飾をつけるにあたっては、もとのメロディの中で、弓の使い方
や装飾を工夫し、「コレッリの音楽がもっと光ること」を考えると良いそうです。コレッリの装飾の傾向に合わせて、
音符の一つ上の音から始めたり、少し離れた上の音から装飾を始めたり、付点などのリズムを用いたり、同じ和音の中
の音やオクターブを使って飛んでみたりするなど、様々な装飾のバリエーションを用いることで「きらりと輝かせられ
る」ことを示されました。マスタークラスの終盤では、河本さんの演奏に彩りが出て、通奏低音（平尾先生、太田先生）
が加わって全体に立体感が増したように聞こえ、平尾先生の助言の効果が感じられました。 
　曽根麻矢子先生（チェンバロ）のマスタークラスでは、受講生の松村純美鈴さんがC.P.E.バッハのプロイセンソナタ第
2番を選曲され、曽根先生が「鍵盤を弾くときに考えるべきこと」についてお話されていました。フルートならタンギン
グ、歌ならブレス、弦楽器なら弓のこすり方のスピードや弓の返しについて考えるように、チェンバロについても弾き方
を考えるということです。ヒントの一つとして、「タッチ」は「離し方」でもあることを助言されました。離し方をコ
ントロールすることで、短い瞬間でも空間の響きが変わるとのことです。フレーズを繰り返すところで変化を出したい
時にも、左手の和音の「刻み」に右手のメロディが影響を受けず、自由に遊ぶようにフレーズを変化させられるとお話
されました。C.P.E.Bachの作品は「エネルギーの変化」に富んで面白く、沈んでいるときや上向くときなど、意識した
変化が出せると自然に聞こえるそうです。そのためにも、装飾は「トリルを聞かせる」のではなく、メロディを美しく
し、分かりやすく伝えるためのものであることを強調されました。どのクラスも真剣に、そして和やかなレッスン風景
が印象的でした。 !!
古楽セミナー（古楽アンサンブルAコース） 
!
日程：2020年10月17日（土）9:45-11:45　13:20-14:30 
会場：アクロス福岡 練習室1（B2F） 
講師：岩田耕作 
課題曲：M.プレトリウス：テレプシコーレ（Terpsichore）より　魔法使いたちのバレエ、クーラント、クーラント・　 
　　　　サラバンド、スペインのパヴァーヌ、おんどりたちのバレエ 
成果発表：14:10～（古楽ステージ内） 
成果会場：国際会議場（4F） 
受講者：［ヴァイオリン］伊藤恵子、岩田悠花、財津花津美　［ヴィオラ］樫原典子、松江靖子 
　　　　［チェロ］城輝昭、松江雄二　　　　　　　　　　　［チェンバロ＋ヴァイオリン］西山如香 
　　　　［ガンバ＋テナーガンバ］川田直子　　　　　　　　［リュート］小坂和子、藤田明子、宮園智子 
　　　　［リコーダー］大中スガ子、末松奈津子、藤原佐保子、山田夕子 !!!!!!!!!!!!
　今回の課題曲は、M.プレトリウスの「テレプシコーレ」より5つの舞曲。例年の古楽祭ではオペラが取り上げられることが
多いのですが、今回はコロナの影響から歌唱無しの作品が選曲されました。 
　「テレプシコーレ」は楽器編成が特に指定されていないそうです。岩田先生は「集まったメンバーでどのような編成にするか
を考えるのが面白く、これがルネサンス音楽の楽しさの一つ」というお話をされていました。 
　最初、まずは全員にて「目指すテンポ」で通し、感覚をつかみました。作品のテーマは魔法使い達の踊りですが、ここでの
魔法使いとは「道化師的な役割」で、例えばマクベス冒頭の場面に登場する三名の魔女（不吉なことを言いながら乱舞する）
といった例を想像すると良いそうです。受講生の皆さんも、共通の「イメージ」を持っておくことが重要なのだと実感されて
いる様子でした。岩田先生のユーモアを交えながらのお話に、和やかな雰囲気のもとで講習が進んでいました。 !
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古楽セミナー（古楽アンサンブルBコース） 
!
日程：2020年10月17日（土）15:00-18:15 
会場：アクロス福岡 練習室1（B2F） 
講師：岩田耕作 
課題曲：J.S.バッハ：管弦楽組曲第1番 BWV1066より序曲、ガヴォット、パスピエ 
成果発表：17:50～（古楽講座終了後） 
成果会場：国際会議場（4F） 
受講者：［ヴァイオリン］岩田悠花、加藤結、財津花津美、細川美津子　［ヴィオラ］樫原典子、松江靖子 
　　　　［チェンバロ＋ヴァイオリン］西山如香　　     　　　　　　 　［リコーダー］藤原佐保子 
        　 ［チェロ］城輝昭、白濱茂樹、白濱美佐子、松江雄二               ［フルート］福永等 
         　［ガンバ＋テナーガンバ］川田直子       　　　　　　　　　　  ［チェンバロ］坂田ますみ 
 
　　　　　　　　　　　 
　　　　 !!!!!!!!
 !!!!!!!!!!!!!!!!
 　　　　　　　　　　　　　　　　　古楽ステージでの演奏風景（10/17） !!
　Bコースで取り上げられた作品は、J.S. バッハの管弦楽組曲第1番。当日は、15時～17時半で練習とリハーサル、そして18
時から成果発表というハードなスケジュールです。 
　まずは、各パートごとに演奏表現を確認していきます。どのように歌うか、どこにブレスを入れ、どこに重みをつけるか等を
丁寧に確認されていました。これらを経て、パートが一つのまとまりになっていくのが分かりました。 
　岩田先生は「合奏とは聞き合うこと」と話されていました。例えばリコーダーとフルートがメロディならば、それ以外の楽
器は、メロディパートが表現していることが聞こえる程度の音量で弾く、ということです。また、トランペットのようにアーティ
キュレーションが切れ気味など、楽器の音色の特質もあります。お互いの音を聞き合いながら呼応し、全体で調和させること
の大切さを話されていました。 !
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古楽ステージ 
!
日時：2020年10月17日（土） 12:15-14:30 
会場：アクロス福岡 国際会議場（4F） 
出演：学びすと春日リコーダーアンサンブル 
　　　加藤結（ヴァイオリン） 
　　　末松奈津子（リコーダー） 
　　　リュート・デュオT&K 
　　　山田夕子（リコーダー） 
　　　福岡リコーダーオーケストラ（第1グループ） 

　　　福岡リコーダーオーケストラ（第2グループ） 
　　　河本基實（ヴィオラ・ダ・ガンバ） 
　　　西野 晟一朗（チェンバロ） 
　　　あくたリコーダーアンサンブル 
　　　古楽アンサンブルセミナー（Aコース）発表 !!!!!!!!!

 !!!!!!!!!!!
　 
　今年の古楽ステージは国際会議場を会場に、1日に規模を縮小しての開催となりました。舞台前面には透明のアクリル板が設
置され、来場者は入口で手指消毒、体温チェックを済ませて入場します。実行委員左座さんの司会のもとでステージが始まる
と、会場内は古楽の響きに満ちて、例年と変わることのない温かい雰囲気に包まれました。 
　学びすと春日リコーダーアンサンブルはW.バードの作品を披露され、息の合った美しいハーモニーを聞かせました。加藤結
さん（ヴァイオリン）は古楽祭に初参加の京都の中学生。J.S.バッハの無伴奏ヴァイオリンソナタ第1番ト短調よりフーガを演
奏されました。前日の若松先生のマスタークラスを受講された成果も相まってか堂々たる振る舞いで、楽器と一緒に歌ってい
るような豊かな表現力と音色で、今年のテーマ「バッハの鼓動」に相応しいステージでした。末松奈津子さんは、リコーダー
でJ.S.バッハの無伴奏チェロ組曲第1番よりプレリュードを選曲され、リコーダーの空気をたっぷり含んだ、素朴な音色の持ち
味を十分に表現されていました。抑揚のつけ方が音楽的で、古楽ステージでの演奏を全身で楽しまれているのが印象的でした。
リュート・デュオT&Kは、岩田耕作先生のお弟子さん2名によるユニットで、リュートを牧歌的に、物語を語るように奏で、聴
衆の想像力が膨らむような演奏でした。大阪から参加された山田夕子さんは、ルネサンス・リコーダー数本のほか、鈴が連なっ
たものを楽器として使用され、例年のように、自ら発掘された古い時代の作品を演奏されました。未知の作品に果敢に挑戦さ
れる姿が刺激になっている出演者もいらっしゃるのではないでしょうか。福岡リコーダーオーケストラは2枠に分かれての演奏
で、米国の現代作曲家A.チャールトンの16世紀イギリスの歌による幻想曲を披露されました。軽快な楽章も楽しく、アンサン
ブルの魅力が伝わるステージでした。河本基實さん（ガンバ）は今年で31年目の出演で、今回はA.コレルリの「ヴィオルと通
奏低音のためのソナタ第6番」を選曲されました。太田耕平先生のリュートと調和した演奏で、平尾先生のマスタークラスを受
講された成果を披露されました。西野晟一朗さんは福岡出身のプロのチェンバリストで、10月16日「ランチタイムコンサート」
にも出演されました。今年は（当時の）福岡古楽音楽祭の古楽ステージに参加してちょうど10年という節目の年となるそうで、
10年前と同じJ.S.バッハ「フランス組曲第5番ト長調」を演奏されました。それぞれの舞曲の魅力が聞き応えたっぷりのチェン
バロソロで、優雅で緻密なバッハの世界に会場の皆さんも終始聴き入っていました。今年で結成50年目を迎えるあくたリコー
ダーアンサンブルは、D.ブクステフーデの作品を11名で奏でられ、音楽合奏への真摯な情熱が伝わってくるステージでした。 
　終盤には古楽アンサンブルセミナー（Aコース）による成果発表がなされました。取り上げられた作品はM.プレトリウスの
「テルプシコーレ」。打楽器で幕を開け、5種類の舞曲が展開していきます。リコーダーや弦楽器など、それぞれの楽器の持ち
味や音色の違いが合わさって古楽の魅力たっぷりの舞台でした。 
　古楽ステージは、古楽の愛好者がステージを繋いでいくリレーコンサートで、多くの出演者にとっては一年間の研鑽の成果
を披露したり、様々な作曲家の作品や楽器に触れることができる場となっています。年齢もキャリアもさまざまですが、古楽
への向き合い方に一つの正解があるわけではないことを、教えてくれます。渾身のステージに立ち会えることは、オーディエン
スにとってもかけがえのない機会であることを実感した一日でした。 
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古楽講座「むかしの楽器～チェロ編～」 
!
日時：2020年10月17日（土）16:30-17:45 
会場：国際会議場（4F） 
講師：山本徹（チェロ） 
内容：「バロックチェロ」とは何か 
　　　弓の変遷のデモンストレーション　バロック弓～クラシカル弓～モダン弓 
　　　バッハの「violoncello」と「violoncello piccolo」 !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
　今年の古楽講座のテーマは「むかしの楽器～チェロ編～」と題して、山本徹先生に講師を務めていただきました。 
　元来チェロは通奏低音の楽器でしたが、徐々にソロでの旋律の作品が作曲されるようになります。冒頭で演奏されたガブリ
エリの「リチェルカーレ」は、無伴奏のチェロ作品として初めての作品で、チェロが通奏低音の楽器からソロ楽器へと変貌を
遂げた作品にあたるそうです。「リチェルカーレ」とは思索する、探し求める、という意味がありますが、チェロ・ソロの内
省的な響きを冒頭から堪能できました。 
　バロックチェロは古楽祭でもなじみ深い存在で、ガット弦が使われることは知られていますが、弓は先端へいくほど減衰し、
「歌う」よりも「語る」といわれるバロック時代の音楽に合った特徴を有しています。また、この当時の楽器にはエンドピン
がなく、脚で挟むことで奏者の体と一体化しやすく、床の震動の影響を受けにくく、楽器の中の響きを大切にできる、といっ
た利点があるそうです。 
　さて、チェロの正式名称はヴィオロンチェロですが、そもそも「チェロ」とは「～の小さいもの」、つまり、「ヴィオロー
ネ（大きいヴァイオリン）の小さいもの」という意味なのだそうです。ヴィオロンチェロの登場は、1665年の曲集で「VC」
の指定があることで確認できるそうですが、それまでは「ヴィオローネ」などと呼ばれていました。 
　ヴィオロンチェロのための初期の作品や作曲家は、ボローニャとその近郊に集中しています。これは、ボローニャが弦づくり
の街であったことのほか、世界最古の大学であるボローニャ大学が11世紀に創設されたように、学術都市であったことが大い
に関係しているだろう、とのことでした。 
　山本先生は、図版や写真などが豊富に掲載された配布資料をもとに、楽器の変遷についての説明を進められ、熱心に書き込
みをする聴衆の姿も見かけられました。 
　チェロは楽器本体よりも弓の変化が大きく、時代ごとに材質となる木材や形状（弓先、弓もと）の違いが見られるそうです。
3種類の弓をもとにデモンストレーションされました。「後期バロック～前古典派」、「クラシカル弓」はスネークヘッドなど
の堅い木材が使われるのに対して、「モダン弓」は南米のペルナンンブーコで取れる柔らかい木材が使われ、「後期バロック～
前古典派」の弓先は流線形であるのに対して「モダン弓」の弓先は、斧の形に似ている（ここから「ax head」と呼ばれる）
などの違いが見られます。さらに、弓元は固定され、スクリューがあり、毛の張り具合を調節できるものに変化しています。 
　このような弓の変化は、「スラーの変化」でもあるそうです。バロック時代のスラーは、デタシェ（一音一弓）が基本で、
拍や小節を越えるスラーは稀でした。それが、だんだんとスラーが増えていき、スラーが（ボウイングよりも）フレージング
を意味するようになります。ハイドンのチェロコンチェルトとベートーヴェンのチェロソナタを実際に弾き比べることにより、
スラーの長さが違うことや、スラーがフレージングを表すように変化したことを示されました。西野晟一朗氏（チェンバリスト）
の通奏低音による生演奏で、受講生にとってはサプライズのような、嬉しい喜びでした。 
　楽器については解明されていないことも多く、バッハの作品に出てくる「ヴィオロンチェロ・ピッコロ」やバッハが製作し
たとされる「ヴィオラ・ポンポーザ」についても諸説あるそうですが、いずれも確たる資料が現存しておらず、様々な疑問を推
理する面白さがあるようでした。歴史に関する様々な資料を真摯に紐解く、山本先生の謙虚な姿勢が印象的でした。 
　一流の演奏家による、実演を交えた贅沢なレクチャーで、話を楽しみながら歴史に関する知識や気づきを得たり、古楽に接
する際の新たな視点を学んだりできます。次に公演を鑑賞する機会には、チェロの楽器や弓を意識してみたり、音色の聞き方
が変わるのではないでしょうか。最後まで興味津々の様子で傾聴する受講生の姿が心に残りました。 !
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パネル展　音楽の街　てくてく旅（ドイツ編） 
　「こーへー君が行く ～バッハの聖地巡礼～」 !!
日程：2020年10月12日（月）～18日（日）　10:00～18:00（最終日は16:00まで） 
会場：アクロス福岡　コミュニケーションエリア（1F） 

!
!
!
!
!
!
!
!
 

!
!
!
!
!
!
!
!!!!!!!!
　今年のパネル展は、音楽祭のテーマ「バッハの鼓動」にちなんで、J.S.バッハにゆかりのあるドイツの街にスポットが当たり
ました。既に古楽祭ではおなじみのリュート奏者「こーへー君」が案内役となって、バッハが暮らした街を一緒に散歩してい
くという趣向です。 
　取り上げられた街は、バッハが生まれ育ち、バッハ一族が代々オルガン奏者を務めた教会やバッハが学んだ教会学校のある
アイゼナハ（1685-1695）、バッハが最初に就職し、聖歌隊の指導などを行ったアルンシュタット（1703-1707）、教会で
のオルガニストを務め、カンタータの創作を開始したミュールハウゼン（1707-1708）、二度にわたって宮廷に仕えたヴァイ
マル（1702-1703、1708-1717）、領主の庇護のもとで宮廷楽長を務めたケーテン（1717-1723）、そしてバッハが晩年
までカントールを務め、「マタイ受難曲」初演を行ったトーマス教会があるライプツィヒ（1723-1750）です。バッハが活躍
の場を求めた足跡を、写真とともになぞることができるものでした。 
　合わせて、「史上最高の音楽家家系―バッハ一族の系図」、「自筆譜にみるバッハの肖像」、「バッハの楽譜に隠された暗
号」といったテーマの解説も掲示され、豊富なビジュアルとともに、大変読み応えがあるものでした。 
　今年のパネル製作は、例年おなじみのリュート奏者・太田耕平さん（監修・文）、野田よう子さん（イラスト）、なかやま
みちこさん（文）、イノウエトモカさん（文）のほか、土田ふみさん（文）のスキルと経験を結集した大作でした。 
　コロナの影響で海外との往来がままならない中、外国に思いを馳せつつ、作曲家や創作について学べるしかけで、アクロス
館内の通りがかりに、パネル前で立ち止まって読みふける方の姿も見られました。 !!
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2020年度の運営～感染症対策について～ 
　 !!
今年度の古楽祭は、世界的に拡大する新型コロナウイルス（COVID19）の影響を受けて、以下の感染症対策をとりながら実
施・運営しました。 !
・有料公演、「学び塾」、「古楽講座」における会場の客席半減 
・来場時の体温チェック、手指消毒、マスク着用 
・入場時の連絡先確認（入場者確認書の記載、提出） 
・演奏時、レッスン時のアクリルシールド設置 
・使用後の備品、椅子等の消毒 
・会場の換気、ドア開放 
・マスタークラス、古楽アンサンブルセミナーの入場制限（聴講なし） 
・恒例行事（交歓パーティ）の不実施 
・出演者用ケータリング取りやめ 
・ダイレクトメール発送の取りやめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マスク着用 
・受講票、出演者票（名札）の事前郵送 !!!!!!!!!
　　　　　　会場の客席半減　　　　　　　　受付時の体温確認（サポーター）　　　　　　　来場時の受付体制 
 !!!!!!!!!!
　　チケットもぎりの停止（セルフサービス）　　　　　　入場者の連絡先確認　　　　　　　　　手指消毒、体温チェック !!!!!!!!!
　　　　アクリルシールド設置　　　　　　　　会場の換気、ドア開放　　　　　　　　　　　　使用後の消毒 !
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　来場者の反応～SNSより～ !!
　今年度は感染症対策の一環として、来場者アンケートを実施しませんでした。このことに伴い、来場者の反応を把握
するため、SNS上の書き込みを集めてみました。 !

室内楽コンサート J.S.バッハの室内ソナタ 今年のフィナーレ。 シギスヴァルト・クイケン
（の弟子とサバルさんの弟子）仲間たち でヨシ。 !
音楽界が再開しはじめた今日この頃、所属合奏団は北九州芸術劇場で井上道義氏指揮で
『フィガロの結婚』本番中～！新福岡古楽音楽祭と重なった私は今からバッハの室内ソナタ
を聴かせて頂きます♪何はともあれ、北九州市で、福岡市で音楽に溢れることは歓びです
♡ !
古楽講座 むかしの楽器 ～チェロ編～　山本 徹さん 先生時間足りません。もっと早口でお
願いします。 がぁっつりマニア仕様😆コレくらい知ってるよねって出発点がすでにおかし
い。 violoncello piccolo 小さなヴィオローネの小さいヤツ violoncello da spalla 肩掛け式
チェロ !
新・福岡古楽音楽祭とアクロス音楽学び塾の為に有給休暇を取りました。 オペラファンタ
スティカが聴けるので金曜日の休みが一番嬉しいです😀  おまけにクイーンビートルも撮れ
ました�� !
J.S.バッハ/ヴァイオリン協奏曲・1番と2番。管弦楽組曲1番。奏者はVn若松夏美、戸田
薫、Vc山本徹、Ob荒井豪、佐治みのり、Fg村上由紀子他。良く練り込まれた素晴らしい演
奏で感激。音が艶やかで実に美しい。福岡でこんな世界水準の古楽器によるバッハが聴ける
とは！😃  !
福岡古楽音楽祭スタート🎵  昨夜のbaroqueﾊﾞｲｵﾘﾝ若松さんとbaroqueﾌｧｺﾞｯﾄ村上さんの対

談形式「音楽学び塾」素晴らしかった～✨  !
ヴィオラ・ダ・ガンバ。音域広い！めっちゃ歌う複数の音符 
オブリガートチェンバロ付きのソナタはもうチェンバロとガンバ（ヴァイオリン）のための
ソナタであり協奏曲であり。 
今日はバッハさんの先取の気質と忖度のプログラムだたなー。 !
アクロス福岡・新福岡古楽音楽祭。J.S.バッハ/ヴァイオリン協奏曲・1番と2番。管弦楽組
曲1番。奏者はVn若松夏美、戸田薫、Vc山本徹、Ob荒井豪、佐治みのり、Fg村上由紀子
他。良く練り込まれた素晴らしい演奏で感激。音が艶やかで実に美しい。福岡でこんな世
界水準の古楽器によるバッハが聴けるとは！口を開けた笑顔 !
音楽学び塾「オランダと日本の古楽界」生演奏を交えながらのトークでは、バロック時代
のスラーはほぼディミヌエンド、フランス古楽での８分音符奏法の不均等など、興味深いお
話。「古楽からクラシック、モダンと、その時代に合った美学を追求する」という言葉に、
芸術家の目指す神髄を感じました。 !
アクロス・音楽学び塾 「もっと近くに！Bach」シリーズ オランダと日本の古楽界 若松夏
美×村上由紀子 ひとつの才能の周りに人が集まった。 お話に登場した第一世代もすごいけ
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ど次代も。若松夏美さん同期にクリストフ・ルセさんにエンリコ・ガッティさん✨  有田正

広さんの洗脳教室😨😅😆  !
事前に登録した質問はきれいさっぱり忘れてもーたけど、まるで私の質問のような「バロッ
クとモダンと。古楽演奏の工夫」 
バロックは様式美だと感じてきたし、そうだよって言ってもらえた気がする。究極に作曲家
の意図を表現する演奏家のための音楽。 !
アクロス・ランチタイムコンサート vol.84　バッハの鼓動「ヴァイオリン協奏曲」 
だけど 
「シギスヴァルト・クイケン(の弟子)が弾くヴァイオリン協奏曲」でよかろーもん 
これよコレ 
ピリオドはアーティキュレーション。 !
ヴィオラは成田寛さん。現山響さんの首席。へーバリバリ古楽の人かと思ったら普段はモダ
ンなのか。 
残念なんだかラッキーなんだか、もう一人ステキな音楽家との出会い。 !
５弦チェロをめぐる話おもしろくて、もっと聴きたかった。 
誰かがいつか解明してくれるか（ヴァイオリン職人の推理と探求的な 
ガット弦は羊の栄養状態で品質に差が出る説とかワクワクが止まらん。復活祭で購入した
ガット弦はきっと不味い。 !
チェロの謎解きからそのまま古楽ステージを 
愛好家のみなさま頑張った。 
は？い？チェロにアンダーハンドの方がいらっさるんですけど何者？ 
若松さん「福岡は古楽のメッカ！」 
有名人呼んでたくさんコンサートやってはい終わり、じゃないから良いのよ。 
趣味実践型福岡ならではの発展形 !
若松夏美さんのバロック・ヴァイオリン、山本徹さんのバロック・チェロほかで
BWV1041ほかオールバッハプログラム 
ガット弦の優しい音色が子守唄に! !
夜は再びアクロス福岡へ 
若松・村上両女史の古楽器や演奏法の違いについての興味深いお話と実演で充実したひと時 
通勤で見慣れた風景も、夜にはまた違った印象に !
締めはバロック・チェロの山本徹さんの講座 
　楽器の世界の奥の深さ! 
非常に充実した二日間でした 
　来年の音楽祭も今から楽しみ !
古楽祭終わってしまった。最終日のコンサートは「J.S.バッハの室内ソナタ」平尾雅子さ
ん、前田りり子さん、戸田薫さん、曽根麻矢子さんの演奏を満喫しました。毎年楽しみな
マスタークラス聴講、来年は復活しますように。声楽がメインの来年はどうか歌を聴けます
ように。 !
充実した3日間をありがとうございました♪ #新福岡古楽音楽祭2020 #ランチタイムコン
サート #マスタークラスレッスン #古楽講座 pic.twitter.com/onVeTpIiQy !
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名札　 
!
!
!
!
!
!
!
!
!
 古楽ステージ入場者確認書（コロナ対策） 
! !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
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受講者証（古楽ステージ出演者、古楽講座） 
!!!!!!!!

 	 !!!!!!!!!!!!!!
 !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
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受講者証（マスタークラス、古楽セミナー） 
!

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
 	 !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
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